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校長・教頭が知っておくべき
これからの「教育改革」
─学校教育の何がどう変わろうとしているのか─
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教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
委
」）
改

革
を
中
心
と
し
た
、
今
般
の
地
方
教
育

行
政
制
度
改
革
論
議
は
、
合
議
制
の
行

政
委
員
会
制
度
に
対
す
る
無
理
解
を
露

呈
し
つ
つ
推
移
し
て
き
た
。
そ
の
主
要

な
論
点
は
、
首
長
と
教
育
行
政
の
関
係

（
教
育
行
政
の
民
主
性
＝
民
意
の
反

映
）、
教
育
行
政
機
構
に
お
け
る
教
育

盛
り
込
ま
れ
た
。
第
一
に
議
会
の
同
意

の
う
え
で
首
長
が
任
命
し
た
教
育
長

を
、
地
方
教
育
行
政
の
責
任
者
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
、
第
二
に
教
委
の
役

割
と
し
て
、
教
育
長
に
地
方
教
育
行
政

の
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
教
育
長

に
よ
る
教
育
事
務
執
行
へ
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
機
関
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け

る
こ
と
、
第
三
に
教
育
行
政
の
政
治
的

中
立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
教
育
長

が
教
育
の
基
本
方
針
・
教
育
内
容
に
関

す
る
事
項
を
決
定
す
る
際
に
は
、
教
委

で
審
議
を
要
す
る
よ
う
な
制
度
措
置
の

必
要
性
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

教
育
再
生
実
行
会
議
の
提
言
の
10
日

後
、
下
村
文
科
大
臣
は
中
央
教
育
審
議

会
（
以
下
「
中
教
審
」）
に
対
し
て
諮

問
し
た
。
こ
こ
で
は
実
行
会
議
で
提
案

さ
れ
た
教
育
長
に
地
方
教
育
行
政
の
責

任
を
一
元
化
す
る
案
と
、
教
育
行
政
の

政
治
的
中
立
性
を
確
保
す
る
た
め
の
具

体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
の
検
討
が

要
請
さ
れ
た
。
中
教
審
で
は
、
首
長
が

教
育
内
容
に
関
与
す
る
場
合
に
政
治
的

中
立
性
お
よ
び
教
育
行
政
の
継
続
性
が

確
保
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
懸

念
も
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
懸
念
も

あ
り
、
首
長
お
よ
び
こ
れ
に
任
免
さ
れ

る
教
育
長
に
地
方
教
育
行
政
の
責
任
を

一
本
化
す
る
議
論
は
難
航
し
た
。
２
０

１
３
年
12
月
に
中
教
審
答
申
が
と
り
ま

と
め
ら
れ
、
教
育
長
を
教
育
行
政
の
事

務
執
行
の
責
任
者
と
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。
し
か
し
首
長
を
執
行
機
関
と

す
る
か
教
委
を
執
行
機
関
と
す
る
か
で

議
論
は
分
か
れ
、
２
案
（
改
革
案
、
別

案
）
が
同
答
申
で
示
さ
れ
た
。

　
〈
付
記
〉
２
０
１
４
年
に
入
り
自
公

与
党
か
ら
構
成
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。
２
０
１
４
年

２
月
14
日
時
点
で
は
、
自
民
党
の
教
育

委
員
会
制
度
改
革
に
関
す
る
小
委
員
会

が
教
育
長
と
教
育
委
員
長
を
統
合
し
た

常
勤
の
「
代
表
教
育
委
員
（
仮
称
）」

を
新
設
し
、
首
長
に
任
免
権
を
持
た
せ

る
案
を
下
村
文
科
大
臣
に
提
示
し
、
大

筋
で
合
意
を
得
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
与
党
は
連
立

政
権
の
枠
組
み
を
維
持
す
る
こ
と
を
重

視
し
つ
つ
、
同
年
３
月
の
通
常
国
会
に

法
案
を
提
出
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

長
の
位
置
づ
け
（
民
主
性
と
専
門
性
と

の
調
和
）
に
偏
っ
た
。
現
行
制
度
の
運

用
実
態
や
こ
れ
ま
で
の
制
度
改
革
史
に

つ
い
て
の
関
心
が
弱
い
と
い
え
る
。
法

律
改
正
に
至
る
残
さ
れ
た
期
間
に
、
議

会
（
議
員
）
と
教
育
行
政
の
関
係
、
教

育
委
員
会
と
教
育
長
の
関
係
（
と
く
に

指
揮
・
監
督
権
の
あ
り
方
）
と
い
っ

た
、
理
論
的
（
論
理
的
）
に
考
え
れ
ば

当
然
に
扱
う
べ
き
論
点
を
も
含
め
た
地

に
足
の
つ
い
た
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

改
革
論
議
の
経
緯

　

２
０
１
１
年
の
大
津
市
中
２
男
子
生

徒
い
じ
め
自
殺
事
件
は
、
教
育
委
員
会

の
責
任
の
所
在
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

せ
、
教
委
制
度
の
見
直
し
を
進
展
さ
せ

る
契
機
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
末
に
発
足
し
た
第
２
次

安
倍
内
閣
の
も
と
で
教
委
制
度
改
革
に

関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
ず

教
育
再
生
実
行
会
議
で
は
、
２
０
１
３

年
２
月
に
教
委
制
度
の
見
直
し
に
関
す

る
検
討
が
開
始
さ
れ
、
同
年
４
月
に
安

倍
首
相
に
対
し
て
提
言
を
行
っ
た
。
こ

の
提
言
で
は
主
と
し
て
以
下
の
３
点
が


